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平成19年1月26日  

歯科医師臨床研修への地方行政および国立保健医療科学院の対応  

国立保健医療科学院口腔保健部長  

花田信弘  

1．国立保健医療科学院における指導歯科医の養成   

歯科医師臨床研修の義務化に対して、国や地方行政の研修施設における対応  

が始まっている。厚生労働省の研修・研究機関である国立保健医療科学院では、  

保健所における歯科医師臨床研修の推進を図るため、保健所に勤務する歯科医  

師に対する指導医研修を行っている。本研修を保健所に勤務する歯科医が受講  

することによって、厚生労働省医政局長と国立保健医療科学院長の連名による  

「修了証書」が交付され、指導歯科医として認定される。  

資料：特定研修；保健所に勤務する歯科医師に対する指導医研修  

2．国立保健医療科学院における研究管理委員会の質の強化   

また、研究管理委員会委員長に対する2 日間の研修も行い、臨床研修と修了  

認定に関するさまざまな問題に関する議論を深めている。  

資料：特定研修の実施：研究管理委員会委員長に対する研修（資料）  

3．行政機関における臨床研修医の受け入れ状況   

厚生労働省：国立保健医療科学院では平成17年度から関東地方の医学部の依  

頼により、医師の臨床研修の受け入れを行っている。 しかし、歯学部からの歯  

科医師の臨床研修の依頼はない。なお、本院口腔保健部長（花田）は日本口腔  

衛生学会が認定する「地域歯科保健指導医」の資格があり、希望があれば臨床  

研修歯科医を直接本院で受け入れることができる。   
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保健所：保健所おいてはこれまで医師の臨床研修の受け入れを行っている。  

しかし、歯科医師の受け入れに関しては実績がない。今後、歯科医師の臨床研  

修の受け入れが進むことが予想されるので、指導体制の充実が望まれる。カリ  

キュラムは医師の臨床研修と大差ないものになると考えられる。本院で行われ  

た保健所に勤務する歯科医師に対する指導医研修において、 カリキュラムの検  

討が行われた。平成18年度報告書に記載されている2つの事例を資料として提  

出する。  

資料：臨床研修のカリキュラム（事例）  

滋賀県の事例  

新潟市の事例  

以上   



川修コース‘裳内：臨床粧修指導■ふ科医（牒鮭所）昆成コース  

塾荘司立保健医療科学院  
矧加東消感け頼！翫沐e d＝㌦庖妬ニ目顔か汁  

沙溺蕊綴凝綴療串単級雛撃プヘ  審礪翁碍槻灘 蔓 請鰭堆準暦学ン8相好 誓 お知も憶  

耳．j！？、言ノ言つレけク㌧∵軋ぎ斉…腔ミ紡斉1▲榛0項8w458－6189  

ナ’重くぺに｝う」‾、ほ。別途お／主立けする律佗牒膏ぺぶノ明紀藩代々参照してぃ二∴巨’  

㌻      ～．戸ノ／雪  
多  ～ ／ ¶  

〉！～妻i 十   

臨沫招来芳雄頼江津、㍑、秘所）か＼芹津紺再車上二しlニJ】．甘雉オ圭指し効果薄漂凝出講怖朽イープノー蛮∴∴結⊥∴－や熱㍍傍潮境   

斉ヱOhモジノ 念と‥娯†ヰ・告至㌧酌十 丁う√マ＝トト∵予廿畑ニ′畏な1㌔套しし薄墨虔フ十ニトナー、り損料抹射い巨＼一丁ゝ   
、 

にi憂t〉iご、㍍樗樟睾や／ミと′ご一事掠ノ】，】しノたノ㌻いっー∴捏結ノに字訳㌔しパ川 トニー㌻巨二㌧せ功号∵斗けろ  

鸞三   

、 ぺ聴域据1主ビラ琉ノ里㍑」－け三■し／L一拍吊！ ハj剖ノごエー1注す三  

き′′甘理ふ－／㌢理隼する   

」㌣－巧宣、許鉱信摂津怖ノす／J  

’‘傍〉7，＝ゴ ー リパね丹恒－、j／㌢門雄ノト㌻ろ   

▲－－‾、いノノ；こに▼hる1）柴鉦t致了∫せ．㌫溺守ろ  

打朱粧′′、「庸一証骨柄症畔上ノぎl・鵠巨隼一汗緑汗け、   

地根満雄針、煩万里圭亮㍍ぺ一桁や高科肯浩明薄  

け理一気、辞撃ノ▼．沃、謹布け高   

槻‡ノプリーー∴ 二1L、（ノ，・iど．▲法、：」一トトユラム、ノwノンニ∴ノブ）  

雄省一ヒリ り／－j 〝ノー一局∴有無賞H恒叫楢一門甘棒j ∵木㌧」∴  

れ㌻＝車卜車t∴圭1いくiかょ、〕1lJk皇ぺ咋Sljソ／l りJ美て  

i【‘′        、）べ  

ー酬はし一三∵ミ ニ′1 トーけ雄藩十王荘押掛牛・㌻ろlメ、鯉鮮牛車津擁澤に執務す引対睾項  

爪音‖宥圭ノ要一∠ 毒 ぐノ1〉）浅二…〈づ、’Y，、【心†－㌻するよ〉うに粧杢しこY、ニい  

∈こ、｝パ、現にふして地毎ジ十＝∵、津ミューj簑レ 

歳〃‘ハト∵J∵一；，痛※傭凍上小知しヱす∴十／－盲；、 

し」、巨ヾ弓骨∴二〔こ－さ、J∴lr」1Jけゞ再汗二JF㌧心几l㌧出血  

叫）／八Ⅴ、、W．rlipll，輌l－／＝刃・ill爪鮎川／4：11止川1lく＝‖－12りU7′′（）り2513‘17川）   



参考資料1－7  研修1－一ス案l勺：桁科医師臨席研修制鳩・研修門判委＝会・を＝上川‖【箋  

垂国立保健医療科学院  
N（1†＝⊃rl亡パ巨1ゝ†弓㌢しけp oIPリb力厄H仁一d冊1  

‾■？J・lノ■、  

紛議渡濯態鑑療塀攣簸雛ツ済戟  寮機密⑬槻瀞 妻 帯♯槻準ダ事ン貰細野 蓋 お知ら憶  

持㍍  巨1セリ  

jJ三字い乙うぎ＼りけき＼∵教綴諜教料言ミ 粍0埼8一項58仙6て89  

圭ぎく苺∵1い∵は。別途お≠ヰーせす∵持出綾′拉勺又はノ蔓三j献〉三三翻′γ㌢参照してくたで、、  

鰯  

畑、招彊とそバ賞す帝＝＋一己、ゝ′－ノ1マニトンメノト／ごj畔i㌦、研摩－′「了ノ’ナ〉7】、ノ1ノ三ごt－いに痛凋接骨増する甘酢ぺ別封汁け涙∴   

研修ハ申凝ヤ隼購、樟拍常巨㌧／けや、臨珠朝雄※．‡′い千鳥甘㌻、ミき妄メ、iよこr′ノ＼痔∵ ヱ寸∵ 十い※・に㍑、 

㍍ぺ損彷瀾係れが鉦、輔豹ノ痛亡ノい －ノ盲ち；しj′ノご／否や！喜喜二い一た軌‡ 〉Jj〉、晶掛り糾川里∵ 

ヨ、j  

＝一社隼黒豆バγサ‡‡－jl，ニムりる好1曾丘理香H会－‥万緑こ‾、〝‡㌻㌢；）根kに友J√沌バ、声二すこ、ノjよく、’ぎゝ酢…jせ／主」t  

瀦パ甘隼≦け∴∴※十  

i．∴∴∴▲＝∴ ∴i   

′j三 し  うし1ク  

「∴十卜’  

1教告と診療、安全のバランスを考慮したシステムを理解する  

1∴■∴′二   

研修体制の課題  

臨床研修における歯科医療安全の課題  

総論、各論   

卒後臨床数台の展望：シンポジウム   

歯科医師臨床研修の現状と課題  

研修教育のありかた  

2．学習理論に基づいた研修教育（歯科医ツ教育・技法を含めた）の概要を   

理解する。  

3．研修中断・再開、研修修了の基準について理解する。  

現在の臨床研修制度について：修了基準  

等を含む  

研修歯科医のメンタルヘルス、トラブル  

シューティングについて  

4．臨床研修において認識すべき歯科医療及び労働関係法規を理解する  

5．複数の病院、施設が関係する臨床研修の留意点に配慮する。   

6．経営のバランスを考慮したシステムを理解する。  

経営管理の観点から見た臨床研修   
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セッション記録・（8／24（木）∴13享40〔一14‥甲、記録草：溝口恭子）・  

テナマ±保健所で鱒医師臨床研修の環状（担■獣卑下・毛利講師、  
藤山十受講者）   

【報   

注賀県および新潟市では、医師と歯科医師の区別なく原則同じ臨床研修プ自グラムを合  
同で実施し、公衆衛生全般お．，よび歯科保健について新修を行っていた。   

l ■’つ  とくに新潟市に．．は、歯学部を有している大学やミ2校あるた軌受け入れに鱒苦慮してお、   
り、今後め 

・－ ・‥  琴琴とぁことであった。∴∵   
ヵリを、主一室ふ斥戯三おい七●迂∴ム虚古顔’・（Gfb）ミキ議自義！t由oi）′・麺痘のキこ二目  

標達成のために研修医が学ぶべき学習方略が具体的に声されていた。研修カリキュラムの  

作成過程では以下あ内容を現町坤て行？たことが報卑ざれ年。三一■ ．．小一l－→‡，、ヾンノ、  
・目標を明確正す早土どkより、チ．研修医痘料、ては学ぶぺき周客種掛土っいて理解が深ま  
り、モチベーションが上がる。また、碍尊者間では月標に共通の理解が得られ、顧修方法  
の準備や研修計画を立てやすくなる。さら■に、学習進度についての情報交換がし‘やすくな  
り、’効率的かつ効呆的に研修が進んでい．るか共有しやすくなる。   

さらに、目標を設定することにより、研修kよる行動の変化にづいてわ評価も明確にな  

るこその蘇果に基づいて、研修部；料、Tも，効草野轄遂行さ町と】発現さを研修医ど指導者・                                                                                                              lて  し．＼′J■ 一ト∴’～、’r「ぺ’甘辛えア 
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歯科医師の場合は、ほとんどが間奏医になっていくことをふまえ、’歯科医師臨床研修「地  

域保健・医療」における研修歯科医のディマンドと指導歯科医としてのニーズを整理し、  

＼ カリキゝラムに反映させ七いくことも畢要と考えられた。   

先進的に取り組まれている保健所甲臨嘩研修のレべ′†の高さと研修歯科医自身が主体とな  

・′・  り自律的に学べるよう熟句こ支援しな串ミら、研修歯科医のロ「～レモデルとな？てI、争姿に                                                         ∴ト←                              ・■ヽ  
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配付資料「臨床研磨琴月間予定表 等3頁」  
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